
一般質問

平成２５年（２０１３年）１１月３日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２４人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは （公明）＝市議会公明党
（政和）＝政和会
（フォ）＝フォーラム小平
（共産）＝日本共産党小平市議団
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（虹ひ）＝虹とひかり
（みな）＝みんなの党小平の会
（志政）＝志政クラブ

行
政
一
般

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
国
や 

都
か
ら
借
り
受
け
て
い
る
土
地
や
施

設
の
賃
借
料
や
使
用
料
は
い
く
ら
か
。

　

渦
そ
れ
ら
の
施
設
の
修
繕
費
は
借

り
手
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
大
部
分
は
免
除
さ
れ
無
償

だ
が
、
有
料
の
も
の
で
は
、
市
民
文

化
会
館
用
地
の
年
額
２
千
８
百
４
万

３
千
７
百　

円
、
花
小
金
井
駅
南
有

４８

料
自
転
車
駐
車
場
用
地
の
年
額
３
百

　

万
８
千　

円
等
が
あ
る
。

３１

７８

　

渦
地
域
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
等
で
、

都
営
住
宅
内
の
施
設
と
し
て
都
か
ら

行
政
財
産
の
使
用
許
可
を
受
け
て
い

る
部
分
の
維
持
管
理
に
係
る
修
繕
は
、

使
用
者
で
あ
る
市
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

国
や
都
か
ら
借
り
受
け
て
い
る
施
設
の

賃
借
料
や
修
繕
費
の
取
り
扱
い
は

重
要
事
項
等
を
協
議
す
る
場
で
あ
り
、

最
終
的
な
意
思
決
定
は
市
長
が
行
う

の
で
協
議
過
程
で
は
不
確
定
要
素
も

多
く
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
内
容

に
著
し
く
支
障
を
来
す
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
た
め
公
開
は
考
え
て
い
な
い
。

　

渦
各
市
に
お
け
る
庁
議
の
目
的
、

審
議
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
各

市
の
考
え
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
公 

共
施
設
の
更
新
費
用
等
の
試
算
は
。

　

渦
公
有
財
産
の
目
的
外
使
用
許
可

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

市
長　

臼
既
に
耐
用
年
数
に
達
し
た

施
設
は
３
施
設
で
約
９
億
円
、
今
後

　

年
以
内
に
耐
用
年
数
を
迎
え
る
施

１０設
が
４
施
設
で
約　

億
円
、
そ
の
後

４６

　

年
間
で
は　

施
設
で
約　

億
円
と

１０

４６

３６９

試
算
し
て
お
り
、
分
析
に
つ
い
て
は

デ
ー
タ
整
理
後
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

渦
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
は
そ

の
用
途
ま
た
は
目
的
を
妨
げ
な
い
限

度
に
お
い
て
公
共
性
の
高
い
法
人
や

団
体
等
に
許
可
し
て
い
る
。
普
通
財

産
の
貸
し
付
け
も
有
効
活
用
の
観
点

か
ら
同
様
と
し
て
い
る
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
公 

共
施
設
の
現
状
と
課
題
は
。

　

渦
公
共
施
設
の
維
持
管
理
コ
ス
ト

を
わ
か
り
や
す
く
示
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
こ
の　

年
間
で
建
物
の
劣

１０

化
状
態
を
基
準
と
し
た
目
標
耐
用
年

数
を
迎
え
た
施
設
が
３
施
設
、
今
後

　

年
以
内
が
４
施
設
、　

年
か
ら　

１０

１０

２０

年
以
内
が　

施
設
あ
る
。
近
隣
自
治

４６

体
で
施
設
白
書
を
発
行
し
て
い
る
例

で
は　

年
か
ら　

年
程
度
先
に
更
新

１０

３０

市
内
の
公
共
施
設
の
有
効
活
用
と

将

来

展

望

に

つ

い

て

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の

あ

り

方

に

つ

い

て

携
を
進
め
る
相
互
の
市
で
十
分
に
協

議
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
非
運 

行
地
域
の
現
状
と
検
討
状
況
は
。

　

渦
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
登
録

制
の
地
域
バ
ス
を
運
行
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

の
未
実
施
地
域
で
説
明
会
等
を
行
い
、

平
成　

年　

月
に
小
平
南
東
部
地
域

２４

１０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
考
え
る

会
が
発
足
し
た
。
地
域
の
課
題
等
を

整
理
し
、
現
在
は
実
証
実
験
運
行
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
過
疎
地
域
等
で
は
一
般
住
民
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
便
乗
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
小
平
市
の
よ
う
な
都

市
部
で
は
、
既
存
路
線
へ
の
影
響
や

地
域
内
の
交
通
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
等

か
ら
実
施
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通
に
つ
い
て
は

不
公
平
感
を
な
く
す
べ
き

葛
小
平
駅
東
自
転
車
駐
車
場
の
入
り

口（
左
）と
多
摩
湖
自
転
車
道（
右
）

を
目
指
す
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
市
民
参
加
と
市
民
協
働
を
推
進

し
て
い
く
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な

事
業
、
施
策
が
有
効
で
あ
る
か
見
き

わ
め
た
上
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
シ

ス
テ
ム
の
内
容
や
経
費
等
に
つ
い
て

十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
、

国
や
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
注

視
し
て
い
く
。

※
ガ
バ
メ
ン
ト　

と
は

２．０

　

行
政
機
関
が
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
市
民
参
加
を

促
進
さ
せ
て
い
く
試
み
の
こ
と
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（
み
な
）　

臼
学 

校
の
放
送
設
備
を
利
用
し
て
緊
急
地

震
速
報
等
を
流
せ
な
い
か
。

　

渦
自
転
車
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
罰
則

の
こ
と
を
掲
載
し
な
い
理
由
は
。

教
育
長　

臼
緊
急
地
震
速
報
の
学
校

へ
の
導
入
は
、
児
童
や
生
徒
の
安
全

を
確
保
す
る
上
で
有
効
で
あ
り
、
現

在
、
非
常
放
送
設
備
に
配
信
す
る
た

め
の
課
題
を
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、

避
難
訓
練
用
の
テ
ス
ト
放
送
も
検
討

し
て
い
く
。

市
長　

渦
小
学
校
低
学
年
が
対
象
の

た
め
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
自
分

を
守
り
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い

と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
の
が
重

要
と
考
え
罰
則
は
掲
載
し
な
か
っ
た
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
庁
議 

の
公
開
に
つ
い
て
現
在
の
考
え
は
。

　

渦
庁
議
の
要
約
を
公
開
し
て
い
る

市
も
あ
る
が
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
庁
議
は
市
の
基
本
方
針
や

再
び
、　

＋
α
の
公
約
を
市
の
政
策

６０

と
し
て
ど
う
実
現
す
る
か
等
を
問
う

庁
議
が
公
開
さ
れ
な
い
の
は

市
民
参
加
と
情
報
公
開
に
反
す
る

市
長　

臼
小
平
警
察
署
か
ら
交
通
人

身
事
故
は
、
過
去
３
年
間
発
生
し
て

い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
自
転
車
駐
車
場
利
用
者
や
多
摩

湖
自
転
車
道
利
用
者
の
動
線
な
ど
を

考
慮
し
た
上
で
、
事
故
防
止
の
対
策

を
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
平
成 

　

年
度
の
待
機
児
童
の
現
状
は
。

２５
　

渦
今
年
度
の
待
機
児
童
対
策
は
。

市
長　

臼
４
月
時
点
の
待
機
児
童
数

は　

人
で
、
地
域
別
で
は
西
武
多
摩

１７４
湖
線
を
境
に
西
地
区
が　

人
、
東
地

３３

区
が　

人
で
あ
る
。

１４１

　

渦
東
部
地
区
で
の
認
可
保
育
園
の

開
設
に
向
け
事
業
者
か
ら
提
案
を
募

集
し
た
結
果
、
４
件
の
提
案
が
あ
り
、

来
年
度
の
開
設
に
向
け
現
在
協
議
中

で
あ
る
。
認
定
家
庭
福
祉
員
は　

月
１０

に
東
部
地
区
で
１
施
設
を
新
規
開
設

予
定
で
あ
る
ほ
か
、　

月
の
開
設
に

１２

向
け
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

滑
小
平
市
民
文
化
会
館

　
（
ル
ネ
こ
だ
い
ら
）

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
ガ
バ 

メ
ン
ト　

に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

２．０

　

渦
導
入
に
当
た
っ
て
の
課
題
は
。

市
長　

臼
市
政
情
報
の
公
開
や
市
民

参
加
を
促
す
新
し
い
手
法
で
、
市
民

の
力
を
生
か
し
た
行
政
運
営
の
実
現

 
ガ 
バ
メ
ン
ト　

に
み
る
新
た
な

※

２．０

市
民
協
働
の
可
能
性
に
つ
い
て

費
用
の
急
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

渦
現
在
、
公
共
施
設
の
保
全
状
況

や
利
用
状
況
、
コ
ス
ト
等
の
デ
ー
タ

を
整
理
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
減
価

償
却
費
な
ど
も
含
め
整
理
し
て
い
く
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
学
校 

施
設
を
含
む
市
の
建
物
等
の
維
持
管

理
に
必
要
な
費
用
の
予
測
は
ど
う
か
。

　

渦
公
共
施
設
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
進
め
る
た
め
に
は
一
元
化

し
て
統
括
す
る
部
署
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
施
設
の
劣
化
状
況
を
毎
年

調
査
し
た
上
で
、
平
成　

年
度
に
策

２１

市
の
公
有
財
産
の
維
持
管
理
に

 
ア 
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を

※

定
し
た
施
設
の
適
正
な
計
画
修
繕
の

あ
り
方
に
基
づ
き
計
画
的
な
維
持
補

修
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
施
設
の

保
全
状
況
や
コ
ス
ト
等
の
デ
ー
タ
を

整
理
し
、
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用

等
を
含
む
分
析
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

渦
都
市
建
設
部
た
て
も
の
整
備
課

に
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
主
査
を

配
置
し
、
関
係
課
と
連
携
し
て
施
設

の
デ
ー
タ
整
理
等
を
進
め
て
い
る
。

※
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　

公
共
施
設
、
道
路
、
下
水
道
な
ど

を
資
産
（
ア
セ
ッ
ト
）
と
し
て
捉

え
、
こ
れ
ら
を
効
果
的
・
効
率
的
に

管
理
・
運
用
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
す

る
こ
と
。

い
、
そ
の
結
果
を
道
路
管
理
者
で
あ

る
都
に
伝
え
て
い
く
。

　

渦
都
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
に
は
歩
道
の

有
効
幅
員
を
１
・
５
㍍
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
現
状
で
は
設
置
が
難

し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
こ
の 

２
年
で
公
共
交
通
の
広
域
連
携
に
つ

い
て
近
隣
市
と
話
し
合
っ
た
こ
と
は
。

　

渦
公
共
交
通
の
広
域
連
携
に
つ
い

て
の
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
に
公
共
バ
ス

２３

路
線
等
検
討
専
門
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、
東
久
留

米
市
、
西
東
京
市
と
と
も
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
相
互
乗
り
入
れ
等
の

課
題
整
理
等
を
行
っ
て
き
た
。

　

渦
各
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
異
な
る
こ
と
や
、

運
行
に
は
一
定
程
度
の
需
要
が
必
要

な
こ
と
等
の
課
題
が
あ
り
、
広
域
連

再

び

、

公

共

交

通

の

広

域

連

携

に

つ

い

て

道
路
・
交
通

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
車
が 

運
転
操
作
を
誤
り
小
平
駅
東
自
転
車

駐
車
場
敷
地
と
多
摩
湖
自
転
車
道
を

突
き
抜
け
て
自
転
車
道
の
ベ
ン
チ
に

い
た
人
に
突
っ
込
む
事
故
が
起
き
た

が
、
こ
の
地
点
に
事
故
歴
は
あ
る
か
。

　

渦
こ
の
場
所
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

注
意
標
識
な
ど
を
設
置
で
き
な
い
か
。

小
平
駅
東
自
転
車
駐
車
場
と
多
摩
湖

自
転
車
道
周
辺
の
安
全
対
策
は

滑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

　
（
ぶ
る
べ
ー
号
）
の
車
両

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
小
平 

第
十
一
小
学
校
の
通
学
時
間
と
通
勤

時
間
が
重
な
る
時
間
帯
は
東
京
街
道

が
危
険
な
た
め
対
策
が
で
き
な
い
か
。

　

渦
東
京
街
道
の
小
平
第
十
一
小
学

校
の
通
学
路
に
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
設

置
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
少
し
で
も
安
全
な
交
通
環

境
を
実
現
す
る
た
め
情
報
収
集
を
行

小

平

東

部

地

区

の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

滑
東
京
街
道
の
歩
道

　
（
十
一
小
入
口
交
差
点
付
近
）

子ども
女 性


